
ムカシヤンマ Tanypteryxpryeri SELYS 

(Odonata， Petaluridae)の幼虫期について※
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On t he nymphal stage of TαJlytL(ヲryx !n¥¥'erI SELYS 

(Odonata， Petaluridae) 

朝比奈正二郎・奥村定÷ー(奥村 1947，Aωhinil & Okumura 1949)は， 1946 ::1:-4 )J点以

部下の青梅で，矢野宗幹先生により採集された，終令幼虫m~皮~~.れこもとづきムカシャン γ

Tαny戸terx戸ryeriSELYSの幼虫を記載したが，生きた幼虫については近年まで不明であ

った。しかし，武藤明(1958)，石i壬!昇三・稲垣毅(1957，1959)，校JJIj二(1959)，)-f!::{とj支・

};主)武登 (1968)の努力によって木の終令幼虫の生態，羽化などが切らかにさ1'L，* 1' 1~li干の

T. ha[{eniの終令幼虫も Svihla(1958)によって記載された。

安藤は 1956-，7年に茨木県水戸市外の御前山で，卵および多数の令JlJJに亘る幼虫を係るこ

とができた(安藤， 1956)0 ※※この幼虫標本により，木綿の後IJ壬子発生!日jの令JlJIによる，幼

虫形態の変化について観察を行なった。しかし終令および前終令の材料が欠けているので，

終令幼虫は金沢産のj百tJJ見皮殻を使用した。

この報文で、は，幼虫Jmの各令における形態と成長にともなう変化の概要を述べる。

本文に入るに先立ち，終始御指導いただいた国立予防衛生研究所の朝比奈正二郎博ごとに衷

心よりお礼申し上げるとともに，御前山におけるムカシヤンマの産卵地を御教示いただいた

故広瀬誠氏，筆者らに本経の終令幼虫m~皮殻を快く与えられた武藤明氏に感謝致します。

材料と方法

材料は1956王子 6月3，41:1，211=1， 1957年 6)=j9，101::1に御前IJJのムカシヤンマJZIHJI1場所のコ

ケ (Heteroscy thusおよび Plαgiochilα)，および泥の 1:.1:1から採集した幼虫と，雌成虫を研究

室に持ち帰り，産卵させた卵よりふ化したがj虫で‘あるが，前述の通り，他にutit終令幼虫脱皮

殻(17.V.1958，金沢市三小路，武藤明採集〉も使用した。

飼育には小形シャーレを用い，水を少量加えた前記のコケと共に 1DJiずつの幼虫を入れ，

夏季はこれを冷蔵庫に保存した。この状態で脱皮もし，最も長く生きたものは約 1{l三であっ

た。餌にはイトミミズを与えた。

※菅平高原生物実験所業績、 第13号

※※長野県上高井郡東村の山の神から1111仁温泉にかけて， 7)J上旬に本種を採集できるが，Y.)) 

虫の採集には成功していない。
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幼虫体の計測にはTIJlrl-J，後趨羽5J・長:を;選び?測定には接限ミクロメーターを， Hli直iにはア

ツベの問題i装置を用い，(間眼数の算定にはスンフの方法を使用した。

観察および結果

幼虫の令期

時始幼虫は滋によっておよそ一定の令数をもっている。同一環境にすむ幼虫集団について‘

TIslf¥J等の全幼虫j引を通じて比較的形態変化の少なし、{i!5分を計測し，これを対数目盛でプロッ

トすると、およそ等間隔に並んだ点の集まりができるのでラその集まりの数だけの令数があ

るとみてよいだろう。しかし個体別に調べた令数は， 1時として統計値と異なることがあり、

同一潔境に育った同種!高で、も脱皮回数に{自体差があることがある (Balfour-Browne1909， 

Calvert 1929)。※
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図1 全幼虫の îif(líll~jを対数 11 慌でプロットしたもの

|ヌI1はこのようにして得られた頭巾の[H-ml]能の分布を示したものである O 初めの 4令はザj

Il京なピークコを7T，すが、 5令以後は明らかとはし、えない。

趨 は 土lJ~t~ 司 IjWから現われ、その長さはふつう 1 令進むごとにおよそ 2 倍弱に伸長し，終

令に近づくに従って各令で11又触してくるので?この場合のように検査個体数の少ない幼虫後

期iでは‘民rlJにこの要素を加えて令WJを推定できる。趨芽の成長に関しては従来の研究者

(宮)11，1969の文献参照〉のデータと官)11がト γボ科とヤンマ科

の数午前について飼育観察した結果により確かめられている O

形態的特徴は隣接令1'1:
1

りである程度震設するのでラ令JlJJ推定

の対象としては適当でない:場合が多い。

以上のことを総令して推定した令JlJJの数は第 1図仁|二101::1]で

ええしたように14である O

W;llfe (1953)がHt定した、 ニュージーランドの近縁属

Urotelalaの令JlJJの数は， Tiij幼虫WJを合めて15であり、木管i

のj易イ7と一致する。

前幼虫 ([~I 2 ) 

1Ìなギ1)!1;.;はヤンマ科のものに似て部鋲‘{f/~に出色の強大な卵耐

を持つ3 複i民は 7.(悶!浪より成る (Anclo，1962)。ふ化の j祭，

!陀子の脱皮殺の尾部は卵般のIJfl裂部に引かかったまま残され

る。 Urotelalaでも同様の観察がある (vVolfe，1953)。
図 2 前幼虫 et: 卵誌f

(ANDO， 1962) 

※宮)11もハラピロトンボ LyriothemisραchygastraSト~LYS の 6 、 7 令期にm~l支数 2 恒!と 3

EJIのものが混在することを観察している(米発表〉。
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1令幼虫(図:3) 

体はほぼITJ筒状で，体表には*111::じを装い，触角およびj伎は短ヵ、く太い J 全身にが己上下を{、1-

j去させる。

頭部はjえさより Ij'Jの広い長ブj.Jlj，後絃に沿ってk.111壬を密生するコ複線上jfrifこ K~II ちを/七ずる

fll~Î体もある。複11良は 7 1miHI良より成り，触角は頑丈で‘ 3節より成る。第 1節はtfJ.かく太く、第

3節は先端次第にお11まる(図 3， 3)。下容は扇エドで台形， liI}i1Nllrll， 後端rll， 長さの1:ヒはお

よそ50: 35 : 40であるつ下寝中j十前縁には顕著な尉5"IJと感覚毛をとiミずる。下将側J:.v土内111iや

や|叫んだ長方形， 1安合 ~:fljには歯列と感覚毛をとt:.ずるの Â( i1~Ìii fこは長大な動鈎と，その )J\部に 1

本の小{お※を生ずる (1玄1:3， -1， 5)0 JV左京Ij毛と側 ~ilJ毛はな L 、。

)J句部 3節はほぼ等大， TjiI. 1=1二!)技の掛lf1i'iはサナニユ二トンボ等の7f!t1J己征iとIflJ様外I(づきにつく。各

1]支とも)]童話1末端には-1lilFを生じ，後JJ支の主il4hにほぼ対称IYJに， ，ii1・ I:II)J支ではやや乱れて:1:.じ

るO 前・ 'I::JI伎目、i節)]主面の法方7iivこ，各々 1bll~ と 1 *11I毛をlt:.じるが，後Il支では 1対の*111もをノ1:.

じ， bT~を欠く (I~ 3， 2)。

)]主部は円筒状で第 5・6í~í'iヵサ誌も太く，以後次第に創立まり ITJ錐 ;1幻こ終る。)Jr@fí~(， l メゴ~It\尖ら

ず*11I毛を宮生する。胸部から第 4)]~節まで，卵主tt戸、充たされた I+I )J易が児られる O

2 I I 1/ /，下 I I /(¥¥¥c  

↑川町ヘ
図3 令幼虫 1.背lfii 2. 句 '~~l C <1， b.じ:前，中，後n支)， 3. 触f{'j

4. 下容〈背ITiD 5. 司(鉱大〉

※この小u告は本)高の特徴と考えられ，T. hage川でも発見されてし、る CSvihla，1958) 
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令期による外部形態変化

(1) 数量的増加(関 4"-'図 8)

複!援の個i浪数1， 2令※で、 7，3令で14--15，4令で19，7令で約92，10令で約1270，

11令で約1725と-T;f/力1Iする O この際偲I!艮は複i県域の周縁にある buddingzoneで形成され，限

域の既成{関根に付加される。新生の個眼の直径は既成のものの7f以下である(図 8，5)。

図5 TJ吾{主[列模式IZl
A. 中)l--前縁

B. 側jj-内縁

C_ 制IJJ十]真縁

f1~~角の節数 1 令では 3 節より成り，常に被節(flagellum) の基方で分裂して節数を消

し 8令で 6釘iに達する。以後変化しない。

T-)芸の歯列の1指数:図 5のように中jjーをA，側j十内縁をB，側j十]頁縁をCで表わすと，

A ・ B.Cが 1 令で 2'"'--'4 ・ 2'"'--'4 ・ 5'"'--'6 であり，終令ではそれぞれ地方1~1 して 14----17 ・ 26

・25となる o A， B， Cの関係は 1令でA宇 BくCであるが， 6令になると Bの増加が著し

く， Aミ三C手Bとなり，以後AくC<Bとなるが，終令ではA<C手Bに達する。要約すれ

ば歯数の括合引土中片では目立たず，側jfで若しL、。

頭巾 1令では 0.4'"'--'0.4371WZ， 1令増すごとにほぼ同じ割合で治大すると推定され，終

令で 8'"'--'9 7wnに達する O

1旬脚出;r節数 1令で 1・1・1，以後基方が分裂して 2・2・2，吏に先端の節が分裂し

て10令で 3・3・3に達し，以後変らない。移行過程として 1・1・2， 1・2・2，2・

3・3が観察され，後肢，中Jj支，前肢のJI摂に平く分裂する傾向を示す。

趨芽長: 後趨芽の官官縁に沿って測った長さで示すと， 8令で 0.2z仰の趨芽は終令で、9.5'"'--'

10. 57wnに達する。 l令ごとの増加率は前述のように約 2倍弱と思われる。

以上 5つの部分の各令における値をまとめたものを表 1に示した。

※コオニヤンマ 5>Z:eboldiωαlbardaeSELYSでも 1， 2令幼虫は 71悶娘より成る(安藤，未発表〉。



安i住 桁・宮)11幸三 ムカシヤンマの幼虫Jmについて ら

表 1 各令幼虫のiJI.lJ定IlI'(--..覧 ): Hi'i:ui( c、i 文献:ニ拠ゐ

jノ入J DJi rj-J j松戸ji~í'i数 ←下馬尚数 問、luj'i数 後主目立.:]-く
mm  A B C 1 11 III mm 

1 o 40-0_ 4:i 2-4 2-4 ;)--6 1・1・1

2 0.50--0.52 6 5-G 1.1.1 

O. 64--(). C:i9 4 4-7 5---{) 
1・2・2

4 0.82ーベ:1.90 4 6-8 5--7 フ.フ.') 

:) 0.99--1. 2 ‘戸】 7-9 7-9 10 つ.'} . ') 

1 :3 -l. 4 、5 8--9 リー-11 9一一10 2・2・2

1.5 -1.7 ‘5 9-10 10--14 11 2・2・2

tへ3 2. 1一一2.b 10…-11 13一一14 10-12 
2・3・1

0.2 

2，8 -3.4 lO-12 18-19 11-12 2・3・1 0.:3-0.4 

lO 3.6 --4.1 l1-B  19-22 12-14 :3・ 3・3 O.Gー 07

11 4.2 -4.b B-Hi 20-22 1:)一一Hi :i・:5.:i 1 1--1.:l 

12 5.4 6 14 つ2 l() :1・:i・j 2.1 

1:3 (7.0土 X) (()) (:l . :l . :3) (4.5:1ご〉

14 
8.5 

14-17 2ii 2:1 :l' :i・:l (). ;)---[10. 5J 
(8.0-9.0) 



り ，;~;; '1λ(i}f却 益(C-l号 }
 

(
、‘、J{

 
、-y
t
--

(2) 形態的変化 (IZ]4 -----図 8)

発生につれ後頭部背~Uj面と前)J旬背板の発達は顕著となり，共に W~I] 三(;を密生する。

複!援は背~\IJ方に i匂って突出してくる。この傾向は10令まで著しく，以後弱まる。

下寝袋IJ)十の散は次第に均一になり，内縁から]貰縁への歯列の移行は順次市らかになる。

JJ主節末端の 4h:恨の基1~i)は隆起突/:l:\するので) W.[節運行部はこのIMlに没するようになる。 10令

以後で特に著しい (1玄J8， 3)0 

1令幼虫のJJU;I!JfVこは縦vこ4*111毛列があるが，次第に 4列の|持1]モ叢に発注し，終令になると

第 9・10)1夏節以外では，外側の 2?iljは消滅して中

図 7 8令幼虫 1， Wrlfii 2， f~rt~ijl 3.ド将(背17ij) 4. )J句 JY~J (a， b:前，後H支〉
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て主主ぶ長いi河¥]毛よ i))えり，そのI::¥jに況が入り毛筆の秘うた状を主する。

(3) 全Y));RWJIUJに共通な特徴

ジm部は長方形、毛を密/jミした体~.~Kおよび触角はともに頑丈， )j支はfiiヵ、く太 t 会 i、~.主は i市平

で王子¥Iiiやや!!I¥J弘、 1:1こ1)¥ー前縁と，側nーの内縁から]頁縁にhfり特有の記子Ijをもっ"{W]J ¥-tこは長大

な説j鈎とそのこ 1小雨を有するう!出刺毛と{JlIJWljモを欠く。 J!釘mvこ背紋はなく、側料{も )t

i主が悪レ。

直腸線の型

ムプJ シヤンマ科のガ~!Jミのうち ， Petalura /J;I，gaJ7leaの，a)J易r(vsIt土Simplex(Unclllla le)引で

(Tillyarcl， 1917)、Urotelalaもi司じ型にJ，'乱するくWolfe，1953) ことがう:nられてしと)。

ムカシヤンマでは， 8 ~1O令の幼虫で、観察したが，向じく Undlllate 型であった。この塑

では!問、に色素が発達することは稀であるが，本符稀{で、は C口rω‘(υ)s鉛S一-folc心iいメのユιI‘似/こ -~γ~占ó'川t

色?部;甘出{ぢjl)カが:認認、め らjれ1るO

区上片背面基方の突起

ヤンマ科のHt終令幼虫のJlI_LJ;- 背 lúî2\~)J-に，成虫の Wd~七\，- {、J-J品加を入れた突j[i¥があるか~

ムカシヤンマ科の封i~にもこれがある (Asahina & Okumura 1949， Wolfe 195:i， Svihla 

1958)0 
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図8 10， 1l， 12令幼虫 1. 10令幼虫(背面 2. 後JJ支 3. O腹立1M 4. -T)f~~ 

5. 11令幼虫([<HH恨 (a:大形， b:小形 6. Q 12令幼虫H妥結i
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~ 9 14(終〉令幼虫 1. '11;r ifii 2. -1とj合(<l: 111.1J)十， b: +IJl') 

3. <;? J=tJil，¥ ( a 背((ijb: Jl左前j)

ムカシヤンマの場合，この突起が10令で'1:1:¥現し (1玄18，3)， U敢にも同様の突起が現われる

ことは興味深い (12:18，6)。雌にはこのH寺JmにJj富田の外部生殖器が現われるが，背面から

見て雌雄の差はない。終令になると， Mtではこの突起の末端が著しく広がり，雌では10令の

頃と形状が変化しない〈図 9，3)ので， dlií訓f~の差は i児僚となる。

ト γボ科では，この突起が雌Ht とも現われず，封f~の成虫下付窟~?'H:は)j工上片内に形成される。

ヤンマ科で、は封tのみにこの突起がで、きる。 Wolfeによると，ムカシヤンマ科の Uropelala

ではk~tのみに現われて u世にはないらしい (Wolfe， 1953， fig，12)。 雌にもこの突起が現われ

ることは Tanyρleryx)，誌の特徴であろうか。

幼虫の負の走光性

ムカシヤンマの幼虫は負の走光11:を示す。 トンボ科の;場合，負の走光性を示す種と示さな

し、rifIがあり，幼虫の生活場所に対応する現象とみなされる(宮)111969)。ムカシヤンマの場

合は穴居生活と結びついた性質であろう O
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Summary 

A series of nymphs from the first to the ultil11ate inst:ar of 1'aJlY戸Ler yx J) r ye r 1 

Selys were examinecl morpho10gically ancl the description of the 1st instar nyl11ρh anιi 

tbe figures of several instars were given 

The head width， tbe number of antennal segl11enUぅ， labial denticulation and tilrsnl 

segment， and the length of hind ¥ving-sbeath ¥ヘreremeasured for each i nstar The 

observation resulted in the follwing findings. 

Typical number of instars excepting pronym[コhis 14. The number of ommatidia is 

7 in the 1st ancl 2nd， 14-15 in tbe 3rd， 19 in the 4th and ca. 1725 in 11th instar 

The antennal s臼egment臼sincrease usually b句〉乃Yt山hediviお凶S幻ionof the b<刃f正礼一l山i

f仏la唱gellum，五na11yreaching 6 segments. 

A small tooth near the base of movable labial hook is present throughout the 

nymphal periocl. Four spurs located at the tibial encl become very conspicuous. 

1n the last four instars， the bases of tibial spurs become extremely projectecl to 

cover the tarsal base. A process at the clorsal base of epiproct， in which the ma1e 

inferior appendage is formed， appears at the 10th inst川

The same structure is present a1so in the female nymphs， though i t is less diffe-

rentiatecl than in male. The type of rectal gill is Simplex (Undulate). 

Each of the abclominal segments bears 4 hairs on the dorsum in the instars 1-4 

and they increase in aclvancecl instars. 1n the instars 8-10， four hairs are rep1aced by 

4 hair tufts. 1n the ultimate instar， clistal 2 hair tufts are lost. The nymphs show 

negative phototaxis. 

(安藤 俗:東京教育大学理学部約属菅平高原生物実験所:Sugadaira Biological Labora-
tory of Tokyo Kyoiku University) 

(宮)11幸三:埼玉県川越市今福1024: 1mafuku 1024， Kawagoe City， Saitama Pref.) 
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